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基本構想 

第７章 目標フレーム（人口、土地利用） 

第２節  土地利用 

木曽川に沿って広がる本市の地形は、全般に平坦で、木曽川の恵みを受けた肥

沃な扇状地が広がっています。この貴重な資源である土地は、市民生活や産業活

動の基盤であり、その利用にあたっては長期的な視点が必要です。 

この考え方にもとづき、本市の将来像である「豊かで暮らしやすい生活都市」

を実現するため、恵まれた自然・大都市近郊といった地域の特性、周辺都市との

連携、社会経済情勢を踏まえた計画的な土地利用を進めることを目標とします。 
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基本計画 

第１章 目標フレーム（人口・財政・土地利用） 

第３節 土地利用 

本市は木曽川左岸のほぼ平坦な平野部にあり、名鉄犬山線の江南駅・布袋駅を中心と

して市街地が形成されてきました。しかしながら、大都市・名古屋に近接していること

からベッドタウンとして急速に宅地化が進んだため、道路などの都市基盤の整備が遅れ

るとともに、都市としてのまとまりが乏しく、農地と宅地の混在などが生じてしまいま

した。 

こうした状況を踏まえ、「豊かで暮らしやすい生活都市」にふさわしい健全な都市環

境の形成と都市機能の集積を実現するため、本市の骨格となり、将来の発展軸となる道

路軸を設定するとともに、市域を次の５つのゾーンに区分し、各ゾーンの調和がとれた

計画的な土地利用を進めます。 

 ただし、土地利用の方針は、都市計画マスタープランの策定後、その内容を反映させ

るため、中期（平成 23 年度～25 年度）基本計画において見直しを行うものとします。 

 

にぎわいのゾーン 

市民生活の中心となるゾーンとして、都市機能の集積を高めるとともに、本市のシン

ボルとなる景観とにぎわいを形成します。 

 

くらしのゾーン 

安全で安心して暮らせる居住環境を形成するため、市街地整備を進めるとともに、う

るおいのある快適な空間づくりを進めます。 

 

のびゆくゾーン 

市内における就業の場となる活力ある工業ゾーンとして、周辺環境に配慮しつつ、今

後も地域経済に貢献していきます。 

 

ゆとりのゾーン 

都市空間にゆとりをもたらすゾーンとして、市街化を抑制し、農地の多面的な機能を

維持・活用します。 

 

うるおいのゾーン 

木曽川沿いの恵まれた水辺や緑地など身近な自然を保全し、憩いとうるおいを提供す

るとともに、レクリエーションの場として活用します。 

 

道路軸（発展軸） 

 市街地の骨格を形成し、周辺都市との交流を活性化する発展軸となるとともに、市内

各地区との連携を強化し、一体的なまちづくりを促進する道路として次の路線を設定し

ます。 

   東西軸：北尾張中央道（国道 155 号）・一宮犬山線・県道浅井犬山線 

   南北軸：名古屋江南線・江南岩倉線・愛岐南北線・愛岐大橋線 
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■ 土地利用構想図 

 

 

 

 


